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福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
植
栽
し
た
人
工
林
が
成
熟
し
本
格
的
な
収
穫
期
を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
国
産
材
時
代

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
需
要
拡
大
に
伴
い
伐
採
さ
れ
た
人
工
林
は
人
手

不
足
や
不
採
算
性
等
に
よ
り
再
造
林
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
を
循
環
的
に
利
用
し
て
い
く
理
念
が
崩
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
も
影
響
を
与
え
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
令
和
六
年
度
か
ら
新
た
な
全
国
森
林
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、
今
後
十
五
年
間
で
一
三
七
万
五
千
㌶
の
人
工
造
林
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年

間
に
す
る
と
約
九
万
一
千
㌶
の
造
林
面
積
で
こ
れ
ま
で
の
約
二
・
七
倍
と
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
今
後
相
当
量
の
苗
木
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
「
花
粉
症
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
が
開
催
さ
れ
十
年
後
の
令
和
十
五

年
度
ま
で
に
ス
ギ
人
工
林
の
面
積
を
二
割
削
減
す
る
、
伐
採
・
植
え
替
え
を
加
速
化
す
る

施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
ほ
か
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
生
産
割
合
を
九
割
以
上
に
引

き
上
げ
る
施
策
が
掲
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

苗
木
生
産
に
お
い
て
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
育
成
、
更
に
は
労
働
力
不
足

な
ど
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
森
林
吸
収
源
対
策
や
花
粉
症
対
策
へ
の
期
待
が
高
ま

る
中
、
対
策
に
有
効
と
な
る
苗
木
を
で
き
る
だ
け
早
く
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
い
て
は
、
花
粉
症
対
策
の
苗
木
と
な
る
特
定
苗
木
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
出
荷

を
令
和
四
年
か
ら
開
始
し
、
今
年
は
県
内
で
植
栽
さ
れ
る
ス
ギ
苗
木
の
約
六
割
に
あ
た
る

五
五
万
本
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
少
花
粉
品
種
（
従
来
の
ス
ギ
と

比
較
し
花
粉
量
が
一
㌫
未
満
）
を
育
苗
し
て
お
り
、
令
和
七
年
春
に
本
格
的
に
出
荷
し
て

い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
県
の
種
子
生
産
体
制
を
補
完
す
る
た
め
、
当
組
合
で
は
特
定
増

殖
事
業
者
の
認
定
を
受
け
て
令
和
四
年
か
ら
独
自
の
特
定
母
樹
採
種
園
を
会
津
美
里
町
に

二
二
㌃
、
南
相
馬
市
に
七
㌃
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
令
和
十
二
年
ま
で
に
供

給
す
る
ス
ギ
苗
木
の
全
て
を
花
粉
症
対
策
用
の
苗
木
に
切
り
替
え
て
い
く
計
画
で
す
。

　

当
組
合
で
は
今
後
、
国
や
県
等
に
よ
る
再
造
林
の
推
進
に
伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
苗

木
の
需
要
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
強
化
し
、
優
良
な
苗
木
の
安
定
供
給
を
と
お
し
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
と
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

優良な苗木の
安定供給を目指して

福島県農林種苗農業協同組合　　　　
代表理事組合長　上　原　和　直



2―　 ―

林業福島　令和６年９月１日発行

１　はじめに
　福島県では、治山・林道等の森林土木業務に関する技術の研究、
会員相互の情報交換や体験等の発表を通じて職員の技術の向上を
図り、森林土木事業の発展に寄与することを目的として、標記発
表会を令和６年７月26日（金）に郡山市の林業研究センターで開催
しました。各農林事務所や市町村職員など計71名が参加し、治山
部門６件、林道部門２件の計８件の発表がありました。

２　発表内容
　⑴　発表内容

　⑵　審査結果
　　　審査員12名による厳正な審査が行われ、その中から、治山・林道それぞれで全国や北海道・東北地区

で行われる発表会の推薦者を決定しました。

　【第64回治山研究発表会へ推薦】
　　相双農林事務所　山下　陽平

　【第59回北海道・東北地区治山林道研究発表会へ推薦】
　　県中農林事務所　長澤一太郎
　　森 林 整 備 課　宍戸　雄一

３　おわりに
　ICT技術や特殊工法を活用した新たな挑戦、長期間にわ
たる事業効果の検証・事業実績の報告など若手職員を中心
に普段の業務における課題や疑問点の解決に向けた取組の
発表があり、質疑応答も活発に行われ、貴重な情報の共有
が図られた発表会となりました。
　近年、激甚化・頻発化している自然災害への対応、森林
資源の充実に伴い、より効率的な路網の整備が求められる
中、これらの発表をきっかけに、森林土木技術の研鑽に一
層励んでまいります。

第42回福島県治山林道研究発表会を開催
福島県農林水産部森林整備課・森林保全課

№ 所　　属 氏　名 区分 題　　　　　　　名

１ いわき農林事務所 寺崎　史也 治山 風力発電事業の解除予定保安林における段階確認について

２ 県中農林事務所 長澤一太郎 治山 治山事業におけるICTの活用

３ 森林整備課 宍戸　雄一 林道 福島県における林道施設長寿命化対策の現状と課題

４ 会津農林事務所 石井　智也 治山 高森地区におけるパワーブレンダーを用いた基礎地盤改良工法について

５ 南会津農林事務所 室井佳奈子 治山 なだれ対策工における森林化の現状について

６ 森林保全課 高田真大朗 治山 個別施設計画の概要と現況

７ 県北農林事務所 加藤　　修 林道 森林土木工事におけるICT活用工事の事例について

８ 相双農林事務所 山下　陽平 治山 重力式コンクリート治山ダムにおけるコンクリート製残存型枠の使用

質疑

発表

主催者あいさつ
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ふ
く
し
ま
木
造
化
・
木
質
化
建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

今
年
も
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

福
島
県
林
業
振
興
課

県
政
コ
ー
ナ
ー

　

国
が
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の

建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
に
改
正
し
た
こ
と
に
伴

い
、
福
島
県
で
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

国
の
基
本
方
針
に
即
し
て
、「
ふ
く
し
ま

県
産
材
利
用
推
進
方
針
」
を
令
和
四
年
に

改
正
し
ま
し
た
。

　

改
正
し
た
「
ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用
推

進
方
針
」
で
は
、
県
が
整
備
す
る
全
て
の

建
築
物
を
対
象
に
原
則
と
し
て
木
造
化
※
１

な
ど
の
木
材
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
施

設
ご
と
に
基
本
構
想
等
の
段
階
で
林
業
振

興
課
を
中
心
と
し
た
関
係
各
課
※
２

で
検
討

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

木
造
化
、
内
外
装
木
質
化
及
び
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
行
う
際
は
、

原
則
と
し
て
県
産
材
を
利
用
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
ま
す
。（
や
む
を
得
な
い
理
由

で
県
産
材
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
地

域
材
※
３

を
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。）

　

※�

１
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る

壁
、
柱
、
梁
、
桁
、
小
屋
組
等
の
全

部
も
し
く
は
一
部
に
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
。

　

※�

２
建
築
物
を
整
備
す
る
主
務
課
、営

繕
課
等
。

　
「
香
り
松
茸
、
味
し
め
じ
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
松
茸
」
は

高
級
き
の
こ
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

マ
ツ
タ
ケ
の
こ
と
で
す
が
、「
し
め
じ
」

は
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。
マ
ツ
タ
ケ
ば
か
り
注
目
さ
れ
て
、
影

が
薄
い
ホ
ン
シ
メ
ジ
で
す
が
、
実
は
マ
ツ

タ
ケ
同
様
に
希
少
で
高
級
な
、
と
て
も
美

味
し
い
き
の
こ
で
す
。

　

今
回
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ

　

※�

３
県
内
で
製
材
、
加
工
さ
れ
、
流
通

し
て
い
る
木
材
。
木
材
の
生
産
地
は

問
わ
な
い
。

　

県
有
建
築
物
を
新
た
に
整
備
す
る
際
、

概
算
工
事
費
を
確
定
す
る
計
画
の
初
期
段

階
に
お
い
て
木
造
化
・
木
質
化
の
優
位
性

を
確
認
し
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
木
造
化
・

木
質
化
を
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
六
年
五
月
に

営
繕
課
が
「
ふ
く
し
ま
木
造
化
・
木
質
化

建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、「
ふ
く
し
ま
県
産
材
利
用

推
進
会
議
幹
事
会
」
の
下
に
設
置
す
る
部

会
（
施
設
所
管
課
、
林
業
振
興
課
及
び
営

繕
課
）
で
県
有
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質

化
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
そ
の
検
討
の
際
に
用
い
る
も
の
と

し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
県
有
建
築
物
の

木
造
化
・
木
質
化
の
考
え
方
と
し
て
、
木

材
の
利
用
量
が
最
も
多
く
な
り
、
木
材
の

見
え
る
「
あ
ら
わ
し
」
な
ど
に
よ
り
、
利

用
者
が
木
の
良
さ
を
一
層
実
感
で
き
る

「
純
木
造
」
を
第
一
に
検
討
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、
規
模
・

要
件
な
ど
法
令
上
の
制
限
か
ら
純
木
造
が

困
難
な
場
合
に
は
、
木
造
と
非
木
造
の
混

て
ほ
し
い
「
ホ
ン
シ
メ
ジ
」
と
福
島
県
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
ホ
ン
シ
メ
ジ
「
ふ
く
ふ

く
し
め
じ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．「
ホ
ン
シ
メ
ジ
」
と
は

　

ホ
ン
シ
メ
ジ
（
図
―
１
）
は
、
樹
木
の

根
と
共
生
し
て
生
活
し
て
い
る
き
の
こ

（
菌
根
菌
）
で
、
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ
コ
な

ど
の
樹
木
を
分
解
し
て
生
活
し
て
い
る
き

の
こ
（
腐
生
菌
）
と
は
異
な
り
、
原
木
や

構
造
に
よ
る
木
造
化
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
、
木
質
化
に
つ
い
て
は
全
て
の
計
画
施

設
で
検
討
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
木
造
化
・
木
質
化
の
考
え
方
」

に
基
づ
き
、
①
用
途
・
利
用
形
態
、
②
法

令
、
③
コ
ス
ト
、
④
木
造
化
の
良
さ
、
⑤

木
造
化
の
留
意
点
、
⑥
木
質
化
の
良
さ
の

六
つ
の
視
点
か
ら
、
計
画
施
設
を
木
造

化
・
木
質
化
す
る
こ
と
の
優
位
性
を
総
合

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
新
た
に
整
備
す
る

県
有
建
築
物
の
基
本
構
想
等
に
最
大
限
反

映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
建
築
物

整
備
の
初
期
段
階
に
あ
た
る
基
本
構
想
に

着
目
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

木
造
化
・
木
質
化
に
よ
る
費
用
対
効
果
の

算
定
や
技
術
面
、
性
能
面
か
ら
の
比
較
検

討
を
基
本
構
想
を
策
定
す
る
段
階
か
ら
検

討
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
県
内
で
は

実
例
の
少
な
い
中
大
規
模
建
築
物
の
実
現

に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
建
築
士
や
設
計
者
、
施
工
業

者
に
と
っ
て
も
、
木
材
の
選
定
、
構
造
設

計
、
耐
震
性
・
耐
久
性
の
確
保
に
関
す
る

項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
践
的
な
参
考

資
料
と
な
り
、
福
島
県
内
で
の
木
造
・
木

質
化
建
築
が
大
き
く
推
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
のU

RL

：

https://w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/
sec/41065c/w

ood-guideline.htm
l
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菌
床
栽
培
※

で
き
の
こ
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
並
ぶ
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
無
く
、
マ
ツ
タ
ケ
と
同
様
に
希
少
性

の
高
い
き
の
こ
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
現
在
で
は
、
滋
賀
県
森
林

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
栄
養
体
に
押
麦
を

使
用
す
る
こ
と
で
き
の
こ
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
小
規
模
で
は
あ

り
ま
す
が
、
栽
培
さ
れ
た
ホ
ン
シ
メ
ジ
が

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

※�

き
の
こ
の
栽
培
は
九
〇
㎝
程
度
の
長

さ
に
切
っ
た
原
木
に
き
の
こ
の
菌
を

打
ち
込
ん
で
栽
培
す
る
原
木
栽
培

と
、
樹
木
の
切
り
く
ず
（
お
が
粉
）

と
栄
養
体
（
米
ぬ
か
や
小
麦
の
表

皮
）
を
混
ぜ
て
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
固
め

た
も
の
に
き
の
こ
の
菌
を
植
付
け
て

栽
培
す
る
菌
床
栽
培
が
あ
り
ま
す
。

２
．「
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
」
と
は

　

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
は
福
島
県
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
ホ
ン
シ
メ
ジ
で
あ
る
「
福
島
Ｈ

１
０
６
号
」
の
愛
称
と
な
り
ま
す
。

　

福
島
Ｈ
１
０
６
号
は
、
林
業
研
究
セ
ン

タ
ー（
当
時
：
林
業
試
験
場
）
に
お
い
て
、

平
成
十
年
に
県
内
で
採
取
さ
れ
た
野
生
株

を
選
抜
し
、
開
発
さ
れ
た
品
種
と
な
り
ま

す
。
県
で
は
、
空
調
施
設
な
ど
の
栽
培
環

境
を
細
か
く
管
理
で
き
る
施
設
を
持
た
な

い
生
産
者
で
も
栽
培
可
能
な
方
法
の
開
発

に
取
組
み
、
日
向
土
と
押
麦
を
使
用
し
た

培
地
で
培
養
し
た
ホ
ン
シ
メ
ジ
菌
床
を
、

林
内
な
ど
の
野
外
に
埋
め
込
ん
で
栽
培
す

る
方
法
や
農
業
用
の
ハ
ウ
ス
で
管
理
し
栽

培
す
る
方
法
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
広
葉
樹
チ
ッ
プ
と
押
麦
を
使
用

し
、
き
の
こ
の
収
穫
量
な
ど
が
改
善
さ
れ

た
菌
床
を
新
た
に
開
発
し
、
野
外
の
農
業

用
ハ
ウ
ス
内
に
て
自
然
環
境
を
生
か
し
た

栽
培
方
法
で
、
県
内
生
産
者
に
よ
っ
て
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
―
２
）。

　

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
特
徴
は
強
い
旨
味

に
あ
り
ま
す
。
他
品
種
の
き
の
こ
と
比
較

し
て
も
旨
味
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
野
生
の

ホ
ン
シ
メ
ジ
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
美

味
し
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
―
３
）。

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
型
で
歯
切
れ
と
舌
触

り
が
良
い
た
め
、
汁
物
や
炊
き
込
み
ご

飯
、
パ
ス
タ
に
炒
め
物
な
ど
、
和
洋
中

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
様
々
な
料
理
と
の

相
性
が
抜
群
で
す
。

３�

．
今
年
度
の
〝
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
〟

の
生
産
状
況
に
つ
い
て

　

ふ
く
ふ
く
し
め
じ
の
菌
床
は
福
島
県
森

林
・
林
業
・
緑
化
協
会
き
の
こ
振
興
セ
ン

タ
ー
で
製
造
さ
れ
、
各
生
産
者
が
購
入
し

各
自
の
生
産
施
設
に
て
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
五
年
度
は
七
団
体
十
五
名

の
生
産
者
が
栽
培
を
行
い
、
一
、
〇
〇
〇

㌕
程
度
の
ふ
く
ふ
く
し
め
じ
が
収
穫
さ
れ

ま
し
た
（
図
―
４
）。

　

今
年
度
も
同
規
模
の
菌
床
製
造
で
、
十

六
名
の
生
産
者
に
よ
り
栽
培
を
行
う
予
定

で
す
。
生
産
者
の
技
術
力
は
年
々
向
上
、

安
定
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
五

年
度
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
の
生
産
量
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
発
生
時
期
は
昨
年
度
と
同
様

に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
発
生
時
期

が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
県
Ｈ
Ｐ
等
で
逐

一
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

図－１　野生のホンシメジ

図－３　ふくふくしめじの旨味

図－２　ふくふくしめじ栽培の様子

図－４　ふくふくしめじ生産量
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 「第７回ふくしま植樹祭＆第50回いわき市植樹祭」を開催します。 「第７回ふくしま植樹祭＆第50回いわき市植樹祭」を開催します。
ふくしま植樹祭実行委員会

　昨年９月に南会津町の「会津山村道場」で開催
しました第６回ふくしま植樹祭は大変良い天気に
恵まれ、県内外から約500名の参加者にお越しい
ただきました。美しいふるさとを継承するため、
森
も

林
り

と人との絆の森
も

林
り

づくりとして、町内に育つ
広葉樹の植樹・育樹活動に取り組みました。
　今年は、11月10日（日）に第７回ふくしま植樹祭
と第50回いわき市植樹祭を共同開催いたします。
東日本大震災での大津波により大きな被害を受け
た、いわき市錦町須賀地区において、「地域の復
興と憩いの場を創生する森

も

林
り

づくり」を開催目的
に「森

も

林
り

づくりを続ける、広げる、繋げる」をテー
マとし、ふくしまの美しい緑と心が、未来も豊か
であり続けるよう、時代を超えて希望と喜びを繋
ぐ森

も

林
り

づくりを行ってまいります。
　当日は、クロマツ、カワヅザクラなどの植樹活
動や以前に海岸防災林としてクロマツ等の植樹を
行った区域の生育を促進するため、枝払いや除伐
の育樹活動を行うほか、丸太切り、薪割り、木を
使用したクラフトなどの参加型体験プログラムを
用意しております。
　また、2024年度ミス日本みどりの大使の安藤きらりさんと福島県出身で2017年度ミス日本みどり
の女神の野中葵さんも、皆様と一緒に活動に参加されます。
　植樹祭は継続して行っていくことが大切です。

これまでのふくしま植樹祭
年⽉⽇ 開催場所 参加⼈数 植栽本数 育樹活動 備考

第１回 2018.11.4(⽇)[H30] 南相⾺市⿅島区北海⽼地内 約3,000名
クロマツ9,000本
広葉樹  18,000本

ー
第６回南相⾺市鎮魂復興市⺠
植樹祭との共同開催

第２回 2019.10. 6(⽇)[R元] ふくしま県⺠の森林(⼤⽟村⽟井地内) 約2,000名 広葉樹 2,800本
少花粉スギ苗補植、
除伐、林内清掃

 

第３回 2020.10.11(⽇)[R２] 福島県「昭和の森」(猪苗代町天鏡台地内) 約1,000名
参加予定

アカマツ、サクラな
ど2,500本を予定

除伐などの緩衝帯整備
を予定

台⾵14号接近に伴い中⽌
苗⽊は関係者により後⽇植樹

第４回 2021.11.7(⽇)[R３] 海岸防災林(浪江町⼤字請⼾地内) 約1,000名 クロマツ8,200本 ー  

第５回 2022.9.11(⽇)[R４] 恩賜林(⽮吹町⽂京町地内) 約500名
クヌギ、ヤマザク
ラなど 500本

萌芽整理（芽かき）  

第６回 2023.9.3(⽇)[R５] 南会津町⼭村道場(南会津町⽷沢地内) 約500名
ブナ、ヤマザクラ
など 2,500本

刈り払いなどの緩衝
帯整備

 

●会場は、足場の悪い箇所もあるため、当日は動きやすく汚れても良い服装と靴でお越しください。
　雨合羽等の雨具も忘れずにご持参ください。
●帽子、サングラス、上着等は必要に応じて各自でお持ちください。
●森林内で活動しますので、虫刺され等予防のため、肌を露出しない服装、長袖、長スボンでお越しください。
●昼食は各自ご準備ください。

植樹・
育樹活動の
注意点

第7回ふくしま植樹祭

令和6年9月30日（月）まで

参加申込は またはFAXでweb

ただし、受付期間内に参加申込みが定員（700名）に達した時点で、受付を終了いたします
ので、予めご了承ください。

参加には事前のお申し込みが必要です。

FAXでのお申し込み WEBからのお申し込み

スマホ用二次元コード●専用チラシの裏面に内容を記載いただくか、
　代表者の・氏名・性別・年齢・住所・連絡先・メー
　ルアドレス・参加人数及び参加者全員の・氏名・
　年齢を記入の上、お申し込みください。
●FAX送信の際は、番号及び送信面のお間違えが
　ないようご注意ください。

直接エントリー
サイトへ
移行します。

024-952-8144

024-952-1515 この事業は福島県森林環境税を活用しています。

植樹・育樹活動に参
加します。

みなさんと一緒に

ミス日本
みどりの大使が
やってくる！！

当日参加はできません

植樹祭会場周辺には駐車場がないため、指定の臨時駐車場をご利用ください。
臨時駐車場からは、無料シャトルバスを運行します。（駐車場では係員が誘導します。）

キビタン©福島県

77

会 場

時代を超えて、ふるさと再生への想いを込めた希望を繋ぐ
森林づくりを進めましょう！
も り

タイムスケジュール

安藤 きらりさん

2017ミス日本
みどりの女神（福島県出身）

2024ミス日本
みどりの大使

野中 葵さん

開会式
植樹・育樹活動

10：30

交流イベント活動12：30

閉会13：30

11：00
●クロマツ、
　カワヅザクラ
　 ほか植樹
●除伐などの整備

※詳しくは右記をご確認ください。

森林づくり体験交流会
参加型プログラム

も り

交流イベント活動

植樹・育樹活動

未来へつなぐ希望の森林づくり
も り

※団体内で希望される作業内容が異なる場合は別途お申し込みください。※育樹活動はうっそうとした林内に入り、ノコギリでの作業になります。（300名限定）

JR勿来駅

國魂神社●

いわき勿来IC

鮫川

四時川

クレハいわき事業所●
289

6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
磐
自
動
車
道

　

●●●●●事前申込 制

700名
様

お申し込みは
WebまたはFAXで

いわき市立
錦東小学校
●

　福島トヨタ自動車
●いわき勿来店

来場者駐車場

6

green  rec�ery

福島県いわき市

289 71

10森林づくり体験交流会参加型プログラム
も り

ふくしま植樹祭実行委員会、いわき市・いわき市緑化推進委員会

薪割り 木工クラフト 丸太切り

10:30▶13:30 小雨決行

第５０回 いわき市植樹祭
2024年2024年11月10日11月10日

共同
開催

いわき市錦町
須 賀地区

共催

臨時駐車場のご案内
車でお越しの方は

指定の臨時駐車場をご利用ください。

クレハいわき事業所所有地

●下記臨時駐車場～植樹祭会場間を随時運行します。
●運行時間／8：30～14：30（片道約5分）

福島県いわき市錦町原田１５４－１
来場者臨時駐車場

無料シャトルバス

福島県いわき市
植樹・育樹会場

（参加申込は、締め切りました。）
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で
は
初
と
な
る
緑
の
少
年
団
を
結
成
さ
れ
、
五

〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い

る
少
年
団
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
川
内
小
中
学

園
緑
の
少
年
団
、
会
津
若
松
市
立
謹
教
小
学
校

緑
の
少
年
団
、
矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年
団
の
三

団
が
受
彰
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
十
団
一
四
三
名
（
先
生
等
含
む
）

が
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
に
移
動
し
、
昼
食
を
は

さ
ん
で
、
第
五
〇
回
大
会
を
記
念
し
て
県
民
の

森
内
に
ド
ン
グ
リ
の
苗
木
（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ

ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
カ
シ
ワ
、
シ
バ
グ
リ
の
五
種
十

本
）
の
記
念
植
樹
を
行
い
、
そ
の
後
は
少
年
団

各
々
に
分
か
れ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り

の
案
内
人
の
会（
自
然
観
察
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
）、

ふ
く
し
ま
・
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
の
会
（
丸
太
切
り
）、

白
河
高
原
薪
の
会
（
薪
割
り
）、

福
島
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
（
テ
ン

ト
設
営
体
験
）、ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ン
グ
®
ク
ラ
ブ
ど
ん
ぐ
り
の
芽

（
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
の

方
た
ち
の
指
導
の
も
と
、
様
々

な
体
験
、
交
流
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
大
会
当
日
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
て
、
夏
の
暑
い
中
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
は

元
気
よ
く
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
緑
の
少
年
団
が
結

成
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
と
な
り

ま
す
が
、
緑
の
少
年
団
の
皆
さ

ん
は
、
歴
史
あ
る
学
校
内
で
の

活
動
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た

様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
ほ

か
、
温
暖
化
な
ど
自
然
環
境
が

変
化
す
る
中
で
の
森
林
環
境
学

　

令
和
六
年
七
月
二
三
日（
火
）、
サ
ン
ラ
イ
ズ

も
と
み
や
（
本
宮
市
）
及
び
ふ
く
し
ま
県
民
の

森
（
大
玉
村
）
に
お
い
て
、
第
五
〇
回
福
島
県

緑
の
少
年
団
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
県
内
の
緑
の
少
年
団
が
一
堂
に

集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
活
動
の
実
績
の
発

表
や
交
流
活
動
を
通
し
て
相
互
に
友
情
と
連
帯

を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
と
奉
仕
の
精
神
を
培

う
と
と
も
に
、
緑
を
愛
し
、
守
り
、
育
て
る
心

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
昨

年
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
者
数
を
制
限
す
る
な

ど
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
第
五
〇
回
目
の
節
目
の
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
式
典
を
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
の

大
ホ
ー
ル
に
て
行
い
、
県
内
少
年
団
十
五
団
一

二
三
名
の
団
員
の
ほ
か
、
先
生
、
保
護
者
、
来

賓
等
を
含
め
約
二
三
〇
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
協
会
小
檜
山
善
継
会
長
の

主
催
者
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
内
堀
雅
雄
福
島
県

知
事
、
山
田
平
四
郎
福
島
県
議
会
副
議
長
（
議

長
代
理
）、
松
村
孝
典
関
東
森
林
管
理
局
長
、

押
山
利
一
大
玉
村
長
（
本
宮
地
域
緑
化
推
進
委

員
会
委
員
長
）
か
ら
来
賓
祝
辞
、
第
四
五
回
福

島
県
緑
の
少
年
団
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

（
受
賞
団
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、

福
島
県
緑
の
少
年
団
結
成
五
〇
周
年
表
彰
、
活

動
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
会
津

若
松
市
立
川
南
小
学
校
「
ホ
タ
ル
の
里
」
緑
の

少
年
団
に
よ
る
活
動
発
表
、
大
玉
村
の
大
山
小

学
校
及
び
玉
井
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
に
よ
る

誓
い
の
言
葉
の
順
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

五
〇
周
年
表
彰
は
、
昭
和
四
九
年
に
福
島
県

習
な
ど
、
新
た
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
福
島
の
豊
か
な
緑

を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
繋
が
る
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
を

契
機
に
、
緑
や
森
林
づ
く
り
へ
の
関
心
が
、
さ

ら
に
高
ま
る
こ
と
、
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
、
発
展
し
て
こ
れ
ま
し
た
の
は
ひ

と
え
に
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
五
〇
年
に
向
け
て
今
後
と
も
緑
の
少
年
団

が
継
続
し
て
、
よ
り
一
層
活
動
に
取
り
組
め
ま

す
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第第
5050
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
の
開
催

回
福
島
県
緑
の
少
年
団
大
会
の
開
催

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人  

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会  

緑
化
推
進
局

緑
化
推
進
局

〔今大会参加少年団〕� ★：50周年

　大山小学校緑の少年団（大玉村）
　大玉村立玉井小学校緑の少年団
　開成小学校緑の少年団（郡山市）
　中郷小学校緑の少年団（三春町）
　五箇小学校緑の少年団（白河市）
★矢祭山みどりの少年団
� （矢祭町立矢祭小学校）
★会津若松市立謹教小学校緑の少年団
　会津若松市立大戸小学校緑の少年団
　会津若松市立川南小学校
� 「ホタルの里」緑の少年団
　喜多方市立第一小学校みどりの少年団
　喜多方市立上三宮小学校
� みどりの少年団
　猪苗代小学校緑の少年団
� （猪苗代町）
　磐梯第二小学校緑の少年団
� （磐梯町）
　西山小学校緑の少年団（柳津町）
★川内小中学園緑の少年団（川内村）

記念植樹

活動コンクール表彰（県知事賞・川南小）

ツリークライミング

結成50周年表彰（３団）
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林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
④

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
④

　

研
修
も
四
ヶ
月
が
経
過
し
、
林
業
の
基

礎
的
な
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
き
た
研
修

生
達
は
、
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
臨
み
ま
し
た
。

○
七
月
の
研
修
内
容

「
下
刈
り
」

　

草
地
で
の
練
習
を
重
ね
、
今
回
初
め
て

実
際
の
造
林
地
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
生
達
は
植
栽
さ
れ
た
苗
を
確
認
し
な

が
ら
、
慎
重
に
刈
払
機
を
操
作
し
て
い
ま

し
た
。

「
林
内
路
網（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
操
作
）」「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」「
高
性
能
林
業

機
械
運
転
技
術
」

　

今
年
度
か
ら
、
三
つ
の
講
義
を
三
班
に

分
か
れ
て
三
日
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

実
施
し
て
い
ま
す
。一
班
四
、五
名
の
た
め

研
修
生
一
人
あ
た
り
の
実
習
時
間
が
増
え
、

更
な
る
技
術
の
定
着
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
放
射
性
物
質
対
策
」

　

県
内
の
空
間
線
量
率
は
年
々
低
下
し
て

い
る
も
の
の
、
森
林
内
で
の
作
業
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

「
境
界
管
理
」

　

境
界
が
不
明
瞭
な
林
分
の
施
業
や
集
約

化
に
対
応
す
る
た
め
、
境
界
確
認
の
知
識

と
現
地
確
認
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

「
周
囲
測
量
」

　

ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
パ
ス
と
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
対
応

レ
ー
ザ
ー
コ
ン
パ
ス
を
用
い
た
測
量
実
習

を
行
い
、
作
業
効
率
や
精
度
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
間
伐
」

　

実
際
の
間
伐
予
定
地
で
立
木
の
形
状
や

密
度
、
間
伐
木
の
伐
倒
方
向
や
搬
出
の
方

法
も
考
え
な
が
ら
選
木
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

「
社
会
人
教
養
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
実
習
）」

　

初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
備

え
、
職
場
や
地
域
社
会
で
円
滑
な
意
思
疎

通
を
図
る
た
め
の
心
構
え
や
名
刺
交
換
な

ど
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」

　

森
林
組
合
・
林
業
事
業
体
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
三
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
研
修
生
達
は
、
初

め
て
の
就
業
体
験
で
多
く
を
学
ぶ
と
と
も

に
自
分
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
終
了
後
は
報
告
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
体
験
し
た
仕
事
や
ご
指
導
い
た

だ
い
た
こ
と
を
共
有
し
て
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

○
研
修
生
の
感
想　
芳
賀
和
仁
さ
ん

　

七
月
の
研
修
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
実
際
に
伐
倒
し
た
こ
と
で

す
。

　

立
木
の
前
に
立
っ
た
時
、「
本
当
に
自

分
が
こ
れ
を
倒
せ
る
の
か
」
と
全
く
倒
せ

る
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
時
講
師
の
先
生
か
ら
「
倒
す
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
な
い
な
ら
伐
る
な
」
と
い
う
言
葉

を
受
け
、
私
は
今
ま
で
受
け
口
と
追
い
口

を
作
っ
て
倒
す
、
と
い
う
簡
単
な
イ
メ
ー

ジ
だ
け
で
練
習
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
木
の
様
子
を
見

て
、
ど
の
よ
う
に
倒
す
か
、
ど
ん
な
手
順

で
伐
り
進
め
る
か
な
ど
を
し
っ
か
り
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
末
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

森
林
組
合
の
方
か
ら
主
に
刈
払
機
な
ど
下

刈
り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
自

分
の
癖
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
下

刈
り
を
行
う
か
考
え
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
修
で
い
た
だ
い
た
言

葉
、
指
導
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
の
林
業

を
担
う
人
間
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

○
研
修
生
の
感
想　
渡
辺
直
也
さ
ん

　

七
月
は
林
業
を
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ

な
い
重
要
な
講
義
が
多
く
、
座
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
実
践
す
る
難
し
さ
を
感
じ
た

一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
刈
り
実
習
で
は
楽
に
刈
れ
る
ア
カ
デ

ミ
ー
周
辺
で
練
習
を
し
、
そ
の
後
実
際
に

植
林
し
て
あ
る
山
に
行
っ
て
の
講
義
で
し

た
が
、
傾
斜
や
植
林
に
よ
っ
て
刈
払
機
の

扱
い
の
難
易
度
が
格
段
に
上
が
る
と
い
う

こ
と
を
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。
傾
斜
に

よ
っ
て
動
き
が
制
限
さ
れ
る
中
で
綺
麗
に

刈
る
技
術
、
ま
た
苗
木
を
切
ら
な
い
よ
う

に
と
慎
重
に
動
か
す
繊
細
さ
な
ど
が
必
要

に
な
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
講
義
で
新
し
く
学
ぶ
こ

と
や
課
題
な
ど
た
く
さ
ん
出
て
き
た
の

で
、
一
つ
一
つ
し
っ
か
り
学
び
を
定
着
さ

せ
、
課
題
を
克
服
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

と
同
時
に
、
研
修
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
関
係
各
所
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
な

が
ら
、
今
後
の
研
修
も
よ
り
一
層
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「下刈り」実習の様子 「放射性物質対策」林内で放射線量を測定
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１　は じ め に
　近年の林業施策は、地球温暖化対策、林業のDX化・低コスト化、花粉の少ない森林への誘導、森林経営
管理の集約化などの諸課題に対応するため、各種制度の創設や変更がなされていますが、施策を推進するた
めには現場で実務に携わる方々の理解が欠かせません。これまでにも様々な機会を通じて普及活動を行って
きましたが、今年度は当事務所主催による意見交換等を行いましたので、その取組について紹介します。

２　最近の取組

　⑴　第１回森林経営管理制度県中地域連絡会議
　　　森林経営管理制度については、その取組が進められているものの、制度の主役となる市町村において

は、林業専門の職員がおらず、他業務との兼務を余儀なくされている場合が多いため、集積計画の作成
が困難な状況にありました。そこで、取組に当たっての課題整理や対応の検討を行い、県中地域におけ
る連絡体制の強化と森林経営管理制度の推進に資することを目的として、今年度より県と市町村担当者
による連絡会議を設置しました。第１回連絡会議では、境界明確化等の課題や人材不足の悩みを共有す
るとともに、森林整備につなげられるような取組事例等の情報交換を行いました。今後も年に複数回開
催し、制度を進めるうえでの諸課題に対する技術的フォローや各種情報交換等を進めてまいります。

　⑵　森林経営計画策定研修会
　　　森林経営計画は、長期的視点に立った適正な伐採や造林、間伐などの森林施業を行うことや、意欲の

ある森林組合等へ施業を集約化するための重要なツールですが、膨大な筆数の森林の一覧表の作成や認
定基準の適合判定等、策定に至るまでの事務量が負担になっています。このため、ふくしま森林クラウ
ドを活用した、森林簿からの一覧表の一括作成や、エクセルシート様式による認定基準の自動計算等に
ついて説明するとともに、机上演習を行い、より実践的な理解を深めました。

　⑶　農林事務所・森林組合担当者意見交換会
　　　森林組合は、地域の森林整備事業の重要な担い手ですが、補助事業を実施するに当たっては、森林所

有者からの様々な要望や作業上の課題など、現場ならではの悩みがあると考え、事業の説明だけでなく、
意見交換の時間を多くとりました。その中で、造林補助事業の単価の実態や森林環境基金森林整備事業
の在り方などへの意見があり、今後、事業を円滑に推進していくに当たってのポイントなどを確認しま
した。

３　今後の取組
　普及活動では、市町村林務担当者等の普及客体に、制度の要点や実行手順等を理解していただくことが重
要です。参加者からは普段抱えていた疑問や悩みを気軽に相談することで、理解が深まったとの感想をいた
だきました。引き続き、普及客体が何を望み何に悩んでいるのかを丁寧に聞き取り、形に拘らずに課題解決
に向けて共に考えることによって、林業の諸施策の推進に努めて参りたいと思います。

普及指導員通信

福島県県中農林事務所
　　林業普及指導員　東　村　真太郎

みんなでお悩み解決！
林業施策の推進に向けた取組

日　付 会　議　名 対　象　者
⑴ ７月29日 第１回森林経営管理制度県中地域連絡会議 市 町 村 職 員　12名
⑵ ８月１日 森林経営計画策定研修会 森林組合職員　９名
⑶ ８月１日 農林事務所・森林組合担当者意見交換会 森林組合職員　15名

第１回森林経営管理制度県中地域連絡会議 森林経営計画策定研修会 農林事務所・森林組合担当者意見交換会
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皆
伐
再
造
林
に
向
け
た

視
察
研
修

　

夏
の
日
差
し
が
厳
し
い
八
月
の
初
旬
、

当
会
で
は
役
員
の
視
察
研
修
と
し
て
、
南

相
馬
市
の
上
原
樹
苗
に
伺
い
ま
し
た
。

我
々
、
森
林
組
合
系
統
が
現
場
で
植
え
付

け
を
し
て
い
る
苗
木
が
ど
の
よ
う
に
育
て

ら
れ
て
い
る
の
か
、
当
日
は
上
原
樹
苗
代

表
の
上
原
さ
ま
、
県
農
林
種
苗
協
同
組
合

の
大
久
保
専
務
よ
り
大
変
興
味
深
い
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

苗
畑
を
案
内
い
た
だ
き
驚
い
た
の
は
、

苗
木
の
種
類
が
と
て
も
豊
富
な
こ
と
。

扱
っ
て
い
る
種
類
は
一
〇
〇
種
類
以
上
に

及
ぶ
と
の
こ
と
で
し
た
。
県
内
に
留
ま
ら

ず
、
全
国
か
ら
多
様
な
注
文
が
あ
り
、
ど

ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
た
い
と
の
お
話
し

は
、
森
林
を
ど
の
様
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

か
、
我
々
の
担
う
役
割
の
重
要
さ
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
が
始
ま
り
お
よ
そ

十
年
が
経
過
し
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る
ス

ギ
の
苗
木
は
全
て
コ
ン
テ
ナ
苗
に
移
行
し

て
い
る
が
、
生
産
の
始
ま
っ
た
当
初
は
品

質
が
安
定
せ
ず
、
造
林
者
か
ら
の
評
価
も

芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
代
表
の
上
原
さ

ま
が
振
り
返
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗
が
主
流
に

な
る
ま
で
の
苦
労
話
で
は
役
員
も
頷
き
な

が
ら
聞
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
本
格
的
な
皆
伐
再
造
林
へ
の

動
き
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
、
計
画
的
な
皆

伐
と
将
来
を
見
据
え
た
再
造
林
を
進
め
て

い
く
上
で
は
、
苗
木
生
産
者
の
方
々
と
の

連
携
は
非
常
に
重
要
で
す
。
森
林
所
有
者

の
一
番
近
い
存
在
で
あ
る
我
々
森
林
組
合

系
統
が
、
今
後
の
森
林
経
営
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
べ
き
か
全
面
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
森
林
所
有
者
の

皆
様
に
木
を
伐
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は

な
く
、
適
切
に
伐
採
と
再
造
林
を
進
め
る

こ
と
が
、
森
林
の
適
切
な
管
理
に
繋
が
る

こ
と
を
よ
り
一
層
、
お
伝
え
し
て
い
く
所

存
で
す
。
森
林
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
近
く
の
森
林
組
合
へ
ご
相

団体のページ

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

談
く
だ
さ
い
。

　

視
察
の
翌
日
、
当
会
い
わ
き
木
材
流
通

セ
ン
タ
ー
の
土
場
に
て
、
流
通
セ
ン
タ
ー

所
長
よ
り
役
員
へ
向
け
た
現
在
の
入
荷
状

況
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
伐
が
進
む
こ
と
で
増
加
す
る
木
材

を
、
必
要
と
す
る
方
へ
適
切
な
価
格
で
販

売
す
る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者
へ
の
還
元

が
高
ま
り
、
再
造
林
の
意
欲
が
醸
成
さ
れ

る
よ
う
当
会
流
通
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し

て
は
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
流
通
体
制
の
確

立
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

戦
後
初
の
収
穫
期
を
迎
え
た
林
業
界
、

未
来
に
つ
な
が
る
森
林
を
作
る
の
は
間
違

い
な
く
私
た
ち
で
す
。

　

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
な

る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
た
び
の
視
察
に
際
し
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
上
原
さ
ま
、
大

久
保
専
務
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
あ
の
暑
さ
の
中
、
心
地
よ
い
あ
い
さ

つ
と
ま
ぶ
し
い
笑
顔
の
従
業
員
の
み
な
さ

ま
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。い
つ
の
日
か
、

今
回
拝
見
し
た
苗
木
を
現
場
で
植
え
付
け

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

コンテナ苗の手入れする従業員のみなさま
誇らしい表情で作業をされていたのが印象的でした

視察後に記念撮影 流通センター所長より入荷状況等について説明
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実
習
、
走
行

集
材
機
械
の

運
転
に
係
る

特
別
教
育
で

す
。

　

三
年
生
で

は
、
現
場
作

業
の
総
合

力
・
森
林
施

業
の
体
系
・

事
業
所
経
営

の
学
科
、
車

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
、
伐
木
等
機

械
・
簡
易
架
線
集
材
装
置
の
運
転
に
係
る
特

別
教
育
で
す
。

◦
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修

　

事
業
体
が
行
う
研
修
（
最
大
八
ヶ
月
間
）

で
、
六
月
一
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
三
三
の
認
定
事
業
体
で
各
指

導
員
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
「
緑
の
雇
用
」
担
い
手
確
保
支
援
事
業

（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
）

　

認
定
林
業
事
業
体
の
就
業
経
験
五
年
以
上

の
者
を
対
象
と
し
、
効
率
的
な
現
場
作
業
を

主
導
で
き
る
現
場
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
を
実
施
中
で
す
。

　

今
年
度
の
研
修
生
は
十
八
名
で
、
前
年
度

（
十
三
名
）か
ら
五
名
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
能
力
向
上
指
導
方
法

や
生
産
性
向
上
の
た
め
の
作
業
シ
ス
テ
ム
等

十
八
項
目
の
座
学
と
、
造
林
作
業
指
揮
者
安

全
衛
生
教
育
ほ
か
二
つ
の
資
格
取
得
で
す
。

全
体
的
な
日
程
は
、
八
月
六
日
か
ら
十
二
月

五
日
の
間
で
、十
六
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
就
業
前
長
期
研
修

　

県
か
ら
の
受
託
事
業
で
、
森
林
作
業
技
術

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

林
業
就
業
者
育
成
と
雇
用
管
理
改
善
の
取
組

◎
は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
事
業
体
が
林
業
の
持
続
的
か
つ

健
全
な
発
展
を
担
う
上
で
不
可
欠
な
、
雇
用

管
理
改
善
や
就
業
者
確
保
・
育
成
等
の
取
組

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
こ
れ
ま
で
に
取
り
組

ん
だ
研
修
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
「
緑
の
雇
用
」
担
い
手
確
保
支
援
事
業

（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
研
修
）

　

認
定
林
業
事
業
体
の
新
規
就
業
者
を
対
象

と
し
、
三
年
間
で
体
系
的
に
技
能
と
知
識
の

習
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
全
国
統
一
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
研
修
テ
キ
ス
ト
の
も
と
、
集
合

研
修
と
実
地（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）研
修
を
実
施
中
で
す
。

　

七
月
末
現
在
の
研
修
生
は
、
一
年
生
が
二

八
名
、
二
年
生
が
二
四
名
、
三
年
生
が
十
七

名
の
計
六
九
名
で
、
前
年
度
（
六
一
名
）
か

ら
八
名
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
集
合
研
修

　

集
合
研
修
は
、
各
年
の
研
修
生
が
一
箇
所

に
集
合
し
座
学
や
実
習
、
資
格
取
得
を
行
う

も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
年
生
が

二
七
日
間
、
二
年
生
が
二
六
日
間
、
三
年
生

が
十
九
日
間
で
、
全
体
的
な
日
程
は
、
六
月

三
日
か
ら
始
ま
り
、
十
一
月
二
八
日
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。

　

七
月
末
日
ま
で
に
終
了
し
た
研
修
は
、
一

年
生
で
は
、
林
業
の
社
会
的
責
任
と
関
係
者

と
の
協
働
・
現
場
作
業
の
安
全
力
・
機
器
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・
獣
害
対
策
・
健
康
管
理
・
普

通
救
命
救
急
の
学
科
、
造
林
・
育
林
・
森
林

調
査
の
実
習
、
刈
払
機
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

特
別
教
育
で
す
。

　

二
年
生
で
は
、
現
場
作
業
の
改
善
力
・
機

器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
学
科
、
造
林
・
育
林
の

の
習
得
等
に
係
る
六
講
座
の
講
師
・
実
習
地

の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
林
業
の
現
場
を

実
地
に
視
察
す
る
「
林
業
の
仕
事
」
を
福
島

県
森
林
組
合
連
合
会
と
共
同
で
四
月
十
一
日

に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
森
林
作
業
道
開
設
」・「
高
性
能

林
業
機
械
運
転
技
術
」
の
実
習
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
五
九
事
業
体
の
情
報
シ
ー
ト
を

研
修
生
に
提
示
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
調
整
を
行
い
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
二
二

事
業
体
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

④
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
短
期
研
修

　
「
路
網
整
備
と
作
業
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い

て
、
地
域
に
お
け
る
効
率
的
な
施
業
方
法
等

の
指
導
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
の

習
得
及
び
素
材
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
技

術
指
導
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
て
、
七
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
の
三

日
間
で
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
大
講

義
室
を
会
場
に
、
参
加
者
五
名
で
実
施
し
ま

し
た
。

⑤
雇
用
管
理
研
修
会
・
雇
用
管
理
改
善
相
談
会

　

全
国
森
林
組
合
連
合
会
と
の
林
業
就
業
支

援
事
業
（
雇
用
管
理
改
善
）
委
託
契
約
に
基

づ
き
行
う
も
の
で
、
林
業
事
業
体
の
雇
用
管

理
の
改
善
を
進
め
、
林
業
の
就
業
と
職
場
定

着
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
労
働
力

の
育
成
・
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

八
月
八
日
に
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
郡
山
市
）

を
会
場
に
、
経
営
者
や
雇
用
管
理
担
当
者
等

二
七
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
ワ
イ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
代
表
（
長

野
県
）
の
横
山
繁
樹
氏
で
、「〝
視
点
〟
を
変

え
る
と
流
れ
も
変
わ
る
～
経
営
者
、
組
織
の

あ
り
方
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

⑴
視
座
の
拡
張
で
は
、
鳥
の
目
、
虫
の
目
、

魚
の
目
の
三
つ
の
目
で
見
る
こ
と
が
重
要
。

⑵
持
続
可
能
性
で
は
、
世
界
の
長
寿
企
業
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
の
う
ち
七
社
が
日
本
企
業
で
あ
り
、

こ
れ
は
日
本
人

が
目
に
見
え
な

い
も
の
を
信
じ

る
と
い
う
日
本

人
の
精
神
的
な

も
の
が
大
き

く
、
経
営
に
大

切
な
も
の
は

〝
小
手
先
〟
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
で

は
な
く
根
源
的

な
も
の「
縁
」が

大
切
で
あ
る
。

⑶
組
織
と
人
的
資
源
で
は
、
経
営
者
は
最
近

の
若
い
や
つ
は
と
、〝
個
性
〟
で
あ
る
人
間

を
〝
概
念
〟
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
に

陥
り
や
す
い
。
経
営
者
は
、
自
分
の
組
織
の

社
員
を
〝
概
念
〟
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、〝
個
性
〟
と
し
て
捉
え
、
森
林
を
つ
く

る
に
は
〝
適
地
適
木
が
あ
り
よ
う
に
〟
組
織

を
つ
く
る
に
は
〝
適
材
適
所
〟
が
あ
る
。
と

い
う
様
々
な
視
点
に
参
加
者
皆
頷
い
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
福
島
県
働

き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
所
属
の
長
岡

聡
特
定
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
雇
用
管
理

改
善
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
事
業

　

高
校
生
等
の
職
場
体
験
と
し
て
、
県
立
岩

瀬
農
業
高
校
園
芸
科
の
三
年
生
二
七
名
を
対

象
と
し
、
六
月
四
日
に
刈
払
機
の
特
別
教
育

の
受
講
を
支
援
し
ま
し
た
。

◎
今
後
の
研
修
事
業
内
容

　

今
後
も
次
の
と
お
り
様
々
な
事
業
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
逐
次
広
報
を
行
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
中
堅
技
術
者
等
の
技
術
向
上
に
関
す
る

研
修
会
」
を
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
に

お
い
て
十
一
月
二
一
日
に
開
催
予
定
で
す
。

林
業
女
子
会
へ
の
支
援
と
し
て
、「
南
会
津

の
森
と
ア
ロ
マ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
十

月
十
二
日
に
実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、
高
校

生
の
職
場
体
験
も
実
施
予
定
で
す
。

機械運転特別教育の受講状況

雇用管理研修会の開催状況
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エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
モ
ノ
づ
く
り

�

（R
ose w

ood 

木
の
工
房
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学　

生
活
科
学
科　

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻　

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

○
は
じ
め
に

　

近
年
、
異
常
気
象
の
増
加
や
生
物
多
様

性
の
損
失
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
や
選
択
が
環
境

に
ど
う
影
響
す
る
の
か
を
考
え
、
意
識
す

る
こ
と
が
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

一
歩
に
繋
が
り
ま
す
。

○
建
具
大
工
の
技
術
を
活
か
し
て

　

南
会
津
産
の
木
材
で
雑
貨
を
製
作
す
る

「Rose w
ood 

木
の
工
房
」の
高
橋
幸
徳
さ

ん
（
本
宮
市
）
は
、
建
具
大
工
の
技
術
を

活
か
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
の
道
具
を
温
も
り
あ
る
木
で
製
作

し
な
が
ら
「
将
来
大
人
に
な
る
子
ど
も
た

ち
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
モ
ノ
づ
く

り
を
通
し
て
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
や
り

続
け
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
高
橋
さ
ん
。

　

製
作
す
る
木
の
雑
貨
は
、
仕
上
げ
に
日

本
食
品
衛
生
法
適
合
成
分
の
植
物
性
オ
イ

ル
や
蜜
蝋
入
り
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
子
ど
も
が
口
に
し
て
も
安
心
安
全

で
す
。

○
ク
ラ
フ
ト
市
の
開
催

　

二
〇
二
一
年
五
月
に
「Rose w

ood 

木

の
工
房
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
高
橋
さ
ん
は
、

「
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
モ
ノ
づ
く
り

を
向
上
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
想
い
を

胸
に
〝
み
ん
な
が
「
作
る
」「
繋
が
る
」
ク

ラ
フ
ト
市
〟
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
展
は
モ
ノ
づ
く
り
を
通

じ
て
地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
高
橋
さ
ん
の
想
い
を
カ
タ
チ
に
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
作
家
独
自
の
技
法

で
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
商
品
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
コ
ー
ヒ
ー
、ベ
ー
カ
リ
ー
、

ス
イ
ー
ツ
、
旬
の
野
菜
、
豚
汁
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
り
手
が
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
の
魅
力
を
発
信
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
モ
ノ
づ

く
り
体
験
が
で
き
る
場
と
し
て
、

木
工
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る

キ
ュ
ー
ブ
パ
ズ
ル
や
小
物
入
れ
を

製
作
し
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
や
創
造
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

○
果
樹
の
木
の
ボ
タ
ン

　

高
橋
さ
ん
は
県
内
の
他
業
種
と
連
携
し
、

着
物
を
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
再
利
用
す
る
「
ふ

く
し
ま
ア
ロ
ハ
」
の
製
作
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
白
河
の
果
樹
園
の
剪
定
で
出
た
り

ん
ご
や
梨
の
木
を
使
用
し
た
ボ
タ
ン
は
、

高
橋
さ
ん
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
心
を
込

め
て
製
作
し
て
い
ま
す
。
果
樹
の
ボ
タ
ン

は「
ふ
く
し
ま
ア
ロ
ハ
」の
魅
力
を
よ
り
一

層
引
き
立
て
る
唯
一
無
二
の
ボ
タ
ン
で
す
。

○
木
屑
の
活
用

　

高
橋
さ
ん
が
木
製
品
を
製
作
し
た

際
に
出
た
木
屑
は
畜
産
農
家
や
野
菜

農
家
で
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。「
畜
産
農
家
で
は
牛
舎
に
木
屑

を
敷
い
て
牛
の
ベ
ッ
ド
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
木
屑
は
籾
殻
や
藁
よ
り
も

糞
尿
を
吸
収
・
脱
臭
す
る
た
め
、
牛

の
ベ
ッ
ド
に
最
適
で
す
。
糞
尿
を
吸

収
し
た
木
屑
は
堆
肥
と
し
て
田
畑
に

撒
く
こ
と
で
、
米
や
野
菜
が
良
く
育
ち
糖

度
も
増
す
そ
う
で
す
」
と
高
橋
さ
ん
。
木

屑
を
畑
に
撒
く
事
で
土
が
絞
ま
ら
ず
良
好

な
土
壌
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
木
製
品
の
製
作
で
出
た

木
屑
も
有
効
に
活
用
し
、
人
や
環
境
に
優

し
い
モ
ノ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
に
対
す
る
意

識
と
責
任
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
貴
方
も
持
続

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

鉛筆延長ホルダー&キューブカレンダー

木製品を製作する高橋さん
夢のある素敵な作品が生み出されます！

木のおもちゃ『汽車』

キッズドリームミュージアム2024

※鉛筆延長ホルダーは９月28日・29日開催
予定のキッズドリームミュージアム2024 
IT＆クラフト体験エリアにて製作できます。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
選
手
た
ち
の
生
活
を
支
え
た
県
産
材

が
、
北
塩
原
村
に
あ
る
裏
磐
梯
高
原
の
遊

歩
道
に
レ
ガ
シ
ー
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
し
た
中
瀬
沼
探
勝
路
は
桧
原
湖
と

小
野
川
湖
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
遊
歩

道
で
す
。
特
に
コ
ー
ス
中
の
展
望
台
か
ら

中
瀬
沼
越
し
に
望
む
磐
梯
山
は
裏
磐
梯
で

も
随
一
の
景
観
を
誇
り
、
磐
梯
山
が
色
と

り
ど
り
に
映
え
る
紅
葉
の
時
期
等
は
カ
メ

ラ
マ
ン
や
絵
を
描
く
方
に
と
て
も
人
気
の

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
数
多
く
の
方
が
訪
れ
る
こ
の
探
勝

路
は
経
年
劣
化
に
よ
り
木
材
が
朽
ち
て
し

ま
い
、
利
用
者
が
歩
き
に
く

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
北
塩
原
村
で
は
令

和
四
年
度
に
レ
ガ
シ
ー
材
を

譲
り
受
け
、
修
繕
工
事
に
よ

る
加
工
・
施
工
を
経
て
、
姫

沼
近
辺
の
遊
歩
道
の
一
区
間

に
幅
約
七
五
㌢
㍍
、
延
長
約

二
七
・
六
㍍
に
わ
た
っ
て
使

用
し
ま
し
た
。

　

探
勝
路
の
管
理
を
担
当
さ 五

輪
レ
ガ
シ
ー
材
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

～
中
瀬
沼
探
勝
路
編
～

山　

口　

公　

康

福
島
県
会
津
農
林
事
務
所

れ
て
い
る
北
塩
原
村
観
光
課
の
大
島
さ
ん

に
レ
ガ
シ
ー
材
を
使
用
し
て
の
感
想
を
伺

う
と
、「
北
塩
原
村
に
は
数
多
く
の
探
勝

路
が
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
劣
化
が
見

ら
れ
て
木
材
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
中

で
、
良
い
木
材
を
使
っ
て
綺
麗
に
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
。
し
っ
か

り
と
し
て
丈
夫
で
、
利
用
者
の
方
々
が
歩

き
や
す
い
遊
歩
道
に
な
っ
た
と
思
う
。」

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
も
裏
磐
梯
の
探
勝
路
で
豊
か
な
森

林
、
山
や
湖
を
楽
し
み
な
が
ら
、
足
元
を

支
え
る
レ
ガ
シ
ー
材
に
思
い
を
馳
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

県森連いわき共販における木材市況（８月分）
令和６年９月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

ス　ギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 10.0 　9.8

3.65
16上
24上

3.00

９下 10.2 　8.0
10～13 12.0 11.5
14～16 11.4 10.3
18～20 11.2 10.8
22上 10.8 10.5

6.00 16～20
2.00 16上 　7.5 　6.0

ヒノキ
4.00

10～13
14～16
18～20
22上

3.00 16～20

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22
24上

3.00
16～22
24上

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下

13～14
16上

ク　リ
4.00 16上
3.00 16上

モ　ミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 ９月の共販日

　販売量は2,403㎥（前年同月比127％）でした。
　市況は、先月同様スギ柱材、中目材とも市毎に
下げに転じました。無入札物件も増えています。
製品の動きが非常に悪くその影響を受けているも
のと思われます。
　先行き、この状況がしばらく続くものと思われ
ます。
　製品の動きが活発になることを期待したいです。

６日㈮

17日㈫

27日㈮

行　事　と　お　知　ら　せ

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

� 福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　

周囲の景観に溶け込んだ現在の状況

令和４年設置当時の状況
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編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

お知らせコーナー

林業福島　令和６年９月１日発行

福島市

二本松市

郡山市

白河市

塙町

喜多方市

棚倉町

西郷村

大玉村

伊達市

国見町

鮫川村

矢祭町

磐梯町

いわき市

川俣町

天栄村

石川町

須賀川市

桑折町

猪苗代町

北塩原村

葛尾村

相馬市

新地町

南相馬市

古殿町

泉崎村

川内村

広野町

浅川町

本宮市

会津坂下町

矢吹町

中島村

玉川村 平田村

小野町

田村市三春町

鏡石町

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

飯舘村

20km

20km

昭和村

下郷町

会津若松市

猪苗代湖

只見町

会津美里

西会津町

三島町

柳津町

： 出荷制限市町村

： 出荷制限⼀部解除市町村
⻄会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ、クリタケ］、三島町［マイタケ］、
会津美⾥町［ムキタケ、ナメコ］、只⾒町［ナメコ、ムキタケ、
クリタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ、マツタケ］、
昭和村［ムキタケ、マイタケ、クリタケ、ナメコ］、会津若松市［ムキタケ、
クリタケ］、柳津町［マイタケ］、下郷町［ムキタケ］、
県内全域（湯川村、⾦⼭町、南会津町、檜枝岐村を除く）
［県の定める出荷・検査⽅針に基づき検査し、管理された
マツタケ、ナメコ、ムキタケ、ナラタケ］

桧枝岐村

：出荷制限市町村
：出荷制限一部解除市町村
西会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ、クリタケ］、三島町［マイ
タケ］、会津美里町［ムキタケ、ナメコ］、只見町［ナメコ、ムキタケ、
クリタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ、マツタケ］、昭和村［ム
キタケ、マイタケ、クリタケ、ナメコ］、会津若松市［ムキタケ、ク
リタケ］、柳津町［マイタケ］、下郷町［ムキタケ］
県内全域（湯川村、金山町、南会津町、檜枝岐村を除く）
［県の定める出荷・検査方針に基づき検査し、管理されたマツタケ、
ナメコ、ムキタケ、ナラタケ］

そ
れ
ぞ
れ
に
風
情

　

旧
暦
の
お
盆
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
ま
だ
蒸
し
暑
さ
が
残
る
夕
暮
れ
ど
き
に
「
チ
ィ
チ
ィ

チ
ィ
」
と
虫
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
然
が
、
季
節
の
交
代
を
共

有
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

虫
の
音
に
つ
い
て
、
あ
る
研
究
者
が
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
虫
の
音
を
右
脳
で

聞
い
て
い
る
の
に
、
日
本
人
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
だ
け
が
左
脳
（
人
間
の
話
す
声
の
理
解
を

持
つ
脳
）
で
聞
い
て
い
る
こ
と
を
調
べ
あ
げ
た
。
こ
れ
は
、
右
脳
は
、
た
だ
の
雑
音
。
左

脳
は
、
人
の
声
と
同
じ
と
認
識
し
て
い
て
、
様
々
な
感
情
を
重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
と
い
う
。

「
虫
を
聴
く
文
化
」
が
日
本
特
有
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
頷
け
る
。

　

た
だ
し
、「
虫
の
声
」
は
声
で
は
な
く
、
翅
を
こ
す
り
合
わ
せ
た
時
の
音
。
コ
オ
ロ
ギ

等
は
、「
リ
ー
ン
」
と
一
回
鳴
く
の
に
四
〇
回
以
上
も
翅
を
左
右
に
こ
す
り
合
わ
せ
、
バ
ッ

タ
の
仲
間
は
、
後
ろ
脚
と
前
翅
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
鳴
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
す
り
合
わ

せ
て
音
に
す
る
技
は
本
能
だ
ろ
う
が
、
す
ば
ら
し
い
。

　

ま
だ
、
新
幹
線
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
時こ

代ろ

、
九
月
中
旬
岩
手
県
の
渋
民
村
へ
二
度

目
の
旅
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
歌
人
石
川
啄
木
の
生
ま
れ
故
郷
の
地
を
再
び
踏
む
こ
と

が
で
き
た
満
足
と
感
動
を
抱
え
た
復
路
、
特
別
急
行
列
車
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
待
ち
時
間
、

盛
岡
駅
の
ホ
ー
ム
で
聴
い
た
多
量
の
虫
の
音
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
少
し
ず
つ
秋
気
で

澄
み
始
め
た
夜
の
帳と

ば
りに

響
き
渡
っ
て
い
た
。
陽
が
沈
む
と
、
も
う
一
枚
羽
織
り
た
く
な
る

ほ
ど
の
涼
し
さ
だ
っ
た
が
、
昨
今
の
異
常
気
象
か
ら
す
れ
ば
、
あ
の
め
り
は
り
の
あ
っ
た

季
節
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

虫
の
音
は
、
小
さ
く
て
も
大
き
く
て
も
、
少
量
で
も
多
量
で
も
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
違

う
風
情
が
あ
る
。�

一
三
六
話
（
都
）

「合板のアーチ橋」
第20回ふくしま森林・林業写真コン
クール入選
受賞者　大島市郎さん（会津若松市）
撮影場所：南会津郡下郷町湯ノ上
コメント：�作業するために合板に覆

われた橋

○
野
生
き
の
こ
に
関
す
る
注
意
喚
起

　

野
生
き
の
こ
が
発
生
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
が

出
荷
を
制
限
し
て
い
る
市
町

村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
き

の
こ
は
、
出
荷
・
販
売
・
加

工
、飲
食
店
な
ど
で
の
提
供
、

無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ

等
で
の
販
売
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
部
市
町
村
・
品

目
で
は
出
荷
が
可
能
で
す
が
、

出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
県
農
林
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
き
の
こ
の
流

通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●連絡先一覧

※�最新情報は福島県林業振興課ホーム
ページでご確認ください。

　（https://www.pref.fukushima.lg.jp/
� sec/36055c/ringyo-monitoring.html）

●野生きのこ出荷制限位置図

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）
024-521-2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１
024-935-1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１
0247-33-2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字天神６－３
0241-24-5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１
0241-62-5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30
0244-26-4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553－２
0240-23-6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15
0246-24-6193



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

たもちぃ そよりん
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚
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